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＜たかまる過程＞（全１８時間）

第１６時
中間発表会でお互いに情報交換しよう 平成 年 月 日（ 曜日）第 校時 ４年生教室

Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ）
第１７時～１８時

自分の追究活動を振り返ろう 平成 年 月 日（ 曜日）第 校時 ４年生教室
Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ）

１ 目標
中間発表会で、自分の調べたことを自信をもって発表できるようにするとともに、友だちの発表から良いところを学ぶ。

２ 評価の観点

友だちと協力して学習できる力
３ 評価基準

Ⅰ ◎友だちの良いところや助言を取り入れたり、逆に適切な助言ができるなど、協力して学習することの良さを進んで取り入れよ
うとする。
○友だちと協力して学習したことを、自分の追究活動に生かしていこうとする。

Ⅲ ◎お互いが高め合えるように、上手に意見交換や情報交換が出来る。
○意見交換や情報交換が出来る。

４ 評価の視点

①自分の追究してきたことを自信をもって発表できるように、発表用のワークシートの工夫をしたり、今までの観察評価による追
究活動の実態から、子ども一人一人に応じた発表内容に対する具体的な支援を、言葉かけ・会話などによって行う。

②自分自身の学びを振り返り、交流会に向けての自分自身の目標への意欲を強化できるように、中間発表会や情報交換などの交流
の場を設定するなど、自己評価を工夫する。

③友だちと協力して学習できるように、中間発表会や情報交換などの交流の場を設定するなど、相互評価を工夫する。

④中間発表会では保護者の参加を呼びかけ、外部評価を行う。

⑤授業後、主に次時の学習活動に生かせるようにするため、ワークシートなどの子どもの自己評価と教師の観察評価などを合わせ
て、◎○基準で実態把握し、特記事項を個人カード１に記入する。

⑥今後の学習活動に生かしたり、通知票や要録の資料にするために、最後に個人カード２に評価の観点にそって◎○基準で総括的
評価を行い、特記事項を記入する。

（ 、 、 、 ）、５ 準備 ワークシート こんな自分になりたいなカード ふりかえりカード 発表用ワークシート 友だちへのアドバイスカード
クリアファイル、ファイルボックス（ポートフォリオ用）
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６ 展開

第１６時 自分の追究活動をふりかえろう

活動の概要
今まで追究活動してきたことを、中間発表会で自信をもって発表できるようにするとともに、友だちの発表から良いところを学

び、自分の追究活動を振り返られるようにする。

予想される学習活動 評価の方法・目的
◎教師の投げかけ・▼指導方針・☆子どもの思いや願い（発言・つぶやき） 【４観点 （時間）】

自信をもって上手に発表できるようにがんばろう！◎

▼中間発表用ワークシート(NO.11)に発表する内容をま
とめておいたり、それをもとに練習したりするなど、
一人一人が事前に自信をもって上手に発表できるよう
な支援をＴ１がしておく。
▼上手に発表したり、しっかり発表を聞いたり出来る
ように、教室環境など場の設定を工夫する。
▼次時で意見交換や情報交換が出来るように、ワーク
シートに友だちの発表の良いところやアドバイスなど
をメモするように指導する。

【Ⅰ】
友だちと協力して学習したことを、自分の追究活動に○
生かしていこうとする。

☆おうちの人も来てくれて、ドキドキす
るな。

☆手話による会話をまちがえないで出来
るように落ち着いてやるぞ。

☆はずかしがらないで出来るようにがんばるぞ。

Ｔ１ Ｔ２（ビデオカメラ）

←中間発表会用
ワークシート

Ｔ１Ｔ２Ｔ１

一人一人上手に発表できましたね。この調子でがん
ばってください。

一人一人の発表
（１～３分が目安）

（ ５ 分 ）

▼発表ごとに質問や感想の時間もとれるよう配慮する。
▼全員が発表した後、保護者が参加していた場合、感想

などを話してもらうなど、外部評価を取り入れる。

（５分）

（３５分）

◎もうちょっとくわしく聞きたいこととか、感想を言ってあげられ
、 。る人がいたら どんなことでもいいから自信をもって発表しよう
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７．個人別の発表内容に関する評価

名前 発表内容と実態把握（Ｔ１） 教師の願い及び支援（Ｔ２）

○○君と模造紙にまとめて聴導犬のことなどを発表 追究活動とのつながりがないが、２人で協力しA
て発表することの良さを発見できるように、言
葉かけなどの適切なアドバイスをしたい。

あいさつを手話でやることになりましたが不安・・・ 確実に身に付けられるように、一緒に練習してB
あげるなどしてあげたい。

県名を手話で発表。 なぜ県名を手話で発表するかという思いがわかC
らないので、目標に向けての理由や、今後の計
画についての見通しなどを明確に出来るように
投げかけたい。

聴導犬のことを調べて分かったことを読む。 ただ調べたことを読むのでは、自分がたてた目D
標とのつながりがないので、なぜ聴導犬のこと
を発表するのかということや、追究活動への見
通しがもてるように、投げかけたい。

聴導犬のことを調べて分かったことを読みます。歌を ただ調べたことを読むのでは、自分がたてた目E
進めたけれどやらない。 標とのつながりがないので、なぜ聴導犬のこと

を発表するのかということや、追究活動への見
通しがもてるように、投げかけたい。

聴導犬の資料を拡大コピー。なかなかまとめられず発 今までの追究活動に目標に対する計画性がまっF
表が不安・・・ たくみられなかった。中間発表会を通しての相

互評価や自己評価から、自己の追究活動の態度
への振り返りを期待したい。

手話を歌で一生懸命やっていた ほとんど覚えられた 一人で歌を発表するということで、自信をもっG 。 。
てできるようにビデオの配置や発表の場の雰囲
気などを配慮したい。

挨拶を手話でやります。彼なりに取り組んでいる。 最初の交流会での自己紹介からどれだけ進歩しH
たかという充実感や満足感を味合わい、これか
らの追究活動への意欲がさらに高まることを期
待したい。

○○君と模造紙にまとめて聴導犬のことなどを発表。 ２人で協力して発表することの良さを発見できI
るように、言葉かけなどの適切なアドバイスを
したい。

挨拶、指文字を手話で発表。 最初の交流会での自己紹介からどれだけ進歩しJ
たかという充実感や満足感を味合わい、これか
らの追究活動への意欲がさらに高まることを期
待したい。

本の感想・耳の聞こえない人の生活について発表。ビ 発表内容から、これからの計画の見通しをよりK
デオで○○ちゃんと歌の発表。一生懸命やっていた。 はっきりもち、さらに広く深く追究活動が進め

られるように見守りたい。歌の発表は、自信を
もってできるように、ビデオの配置や発表の場
の雰囲気などを配慮したい。

本の紹介。手話で自己紹介。一人で黙々とやっていま 発表内容から、これからの計画の見通しをよりL
した。 はっきりもち、さらに広く深く追究活動が進め

られるように見守りたい。

ビデオの歌のこと・本の感想・耳が聞こえない人の生 発表内容から、これからの計画の見通しをよりM
活について分かったことを発表。一人で黙々とやって はっきりもち、さらに広く深く追究活動が進め
いました。 られるように見守りたい。

手話で自己紹介。○○ちゃんとビデオで歌の発表。一 発表内容から、これからの計画の見通しをよりN
生懸命やっていました。 はっきりもち、さらに広く深く追究活動が進め

られるように見守りたい。歌の発表は、自信を
もってできるように、ビデオの配置や発表の場
の雰囲気などを配慮したい。
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第１７～１８時 自分の追究活動を振り返ろう

活動の概要
前時の中間発表会で、友だちの追究から学んだことをお互いに意見交換や情報交換などを行い、交流活動をおこなう。はじめに

全体で一人一人が前時のワークシートに書いたメモを活用して発表する。次に自分が興味ある追究をした友だちやこれから同じ追
究をする友だちと情報交換する。これらの活動から自分の追究活動をもう一度振り返り、後半の学習計画について自分なり見通し
をもって修正する。時間が余れば、それぞれの追究活動をする。

予想される学習活動 評価の方法・目的
◎教師の投げかけ・▼指導方針・☆子どもの思いや願い（発言・つぶやき） 【４観点 （時間）】

◎友だちからたくさん良いところを学んで、自分の追究をも
っともっと良くしていこう。

▼はじめに全体で一人一人の発表しているところを録
画したビデオを観て、自分や友だちの発表を冷静に振
り返ることができるようにする。騒いだりしてビデオ
に集中できなかったり、表面的な見方で終わらないよ
うに、みんなでビデオを観る視点やマナーを指導したい。
▼友だちのビデオを観る視点は、主に発表内容とする。
▼ワークシートに自分の発表の感想をメモしておくよ

。う指示しておく

【Ⅰ】
、○友だちと協力して学習したことを

自分の追究活動に生かしていこうと
する。

☆手話で歌が歌えたら楽しそうだなと思いました。交流会で橋詰さんと楽しく
交流できそうです。ぼくもみんなと一緒におぼえてみたいです。自分の発表

、 。を観て 下を向いて発表しているので今度から気をつけたいなと思いました
☆指文字は便利そうだと思いました。でもおぼえるのが難しそうです。○○ち

ゃんはすごいと思いました。自分の発表を観て、声が小さいのでもっと大き
な声で発表できるといいと思いました。

☆自分の発表を観るのははずかしいけれど、ふるさと学習発表会
、 。では上手に発表したいから 自分の発表をしっかり観ておこう

（４０分）

◎昨日の中間発表会で友だちから学
んだことと、今観た自分のビデオ
の感想を発表し合おう。発表の後
自由に意見交換や情報交換ができ
る時間を少しとります。

Ｔ １ Ｔ １ Ｔ ２

▼自分の追究に関係あることで、友だちから教えても
らいたいことや、友だちのためになる情報があり自分
から教えてあげるなど、主体的な交流活動の時間にな
るようにしたい。このあとふるさと学習発表会や２回
目の交流会に向けて一人よりグループで追究していき
たいという意見が出てきたら、グループ活動も支援で
きるようにしていきたい。

☆○○ちゃんのところへ行って、歌を
一緒に練習しないか聞いてみよう。

☆指文字をただおぼえるのでは橋詰め
さんと交流できないから、○○ちゃ

。んと会話の練習をするのがいいなあ
☆○○ちゃんは聴導犬のことがくわし
いので、質問してみよう。

（４０分）

◎中間発表会と今日の活動から、学習計画を修正しよう。
ふるさと学習発表会や２回目の交流会で、自分はどんなこと
をしたいのかを考えながら、計画を見直そといいと思うよ。

Ｔ１Ｔ２

【Ⅲ】
○意見交換や情報交換が出来る。
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☆計画が大きく変わってくるぞ。でも、まだどんな
ことをしたいかはっきりしないなあ。わかるとこ
ろまで決めておこう。

（１０分）

Ｔ １ Ｔ１Ｔ２
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＜たかまる過程＞（全１８時間）

第１９時～２０時
振り返りから新たな追究活動をしよう。 平成 年 月 日（ 曜日）第 校時

嬬恋村○○○○ パソコン室 ４年生教室
Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ） Ｔ３ （ ）

第２１時～２２時
振り返りから新たな追究活動をしよう。 平成 年 月 日（木曜日）第５～６校時14 11 14

パソコン室 図書室 ４年生教室
Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ）

１ 目標
中間発表会を通して目標や計画を修正するなど自分自身の追究を振り返ったことから、ふるさと学習発表会に向けての新たな追

究活動に意欲的に取り組み、今までの自分の知識を合わせたり、調べてわかったことからまねをしないで新しく自分の考えをつく
れるようになる。

２ 評価の観点

今までの自分の知識を合わせたり、調べてわかったことから、まねをしな
いで新しく自分の考えをつくる力

３ 評価基準

Ⅰ ◎進んで自分なりの考えから、さらにより良い考えをつくろうとする。
○進んで自分なりの考えをつくりだそうとする。

Ⅱ ◎今までと違う見方や考え方を取り入れながら、新しく自分の考えをつくることができる。
○友だちのちがった見方や考え方の良いところを、自分の考えに取り入れることができる。

４ 評価の視点

①中間発表会で今までの自分自身の追究を振り返ったことから、より意欲的に新たな追究活動ができるように、今までの観察評価
による追究活動の実態から、子ども一人一人に応じたより具体的な支援を、言葉かけ・会話などによって行う。

②目標の達成のために、自分自身の学びに対する評価能力を高めていくことが出来るように、自己評価や相互評価、外部評価の方
法を工夫する。

③子どもの追究活動の実態に応じて、適宜「わからないことをいろんな手段で調べる力」や「パソコンやデジカメを上手につかえ
る力」なども、評価していきたい。

④授業後、主に次時の学習活動に生かせるようにするため、ワークシートなどの子どもの自己評価と教師の観察評価などを合わせ
て、◎○基準で実態把握し、特記事項を個人カード１に記入する。

⑤今後の学習活動に生かしたり、通知票や指導要録の資料にするために、最後に個人カード２に評価の観点にそって◎○基準で総
括的評価を行い、特記事項を記入する。

（ 、 、 、 ）、５ 準備 ワークシート こんな自分になりたいなカード ふりかえりカード 発表用ワークシート 友だちへのアドバイスカード
、 （ ）、 、 、 、 、クリアファイル ファイルボックス ポートフォリオ用 手話関係ビデオ８巻 パソコン室 図書室 デジタルカメラ

デジタルビデオカメラ

６ 展開

第１９～２０時 振り返りから新たな追究活動をしよう

活動の概要
中間発表会などを通して子どもたちは、これまでの追究活動について自分なりに自己評価している。ふるさと学習発表会に向け

て追究活動していくことも意識しはじめている。そこで、修正した目標や学習計画から、新たな追究活動をおこなう。交流をして
いる聴覚障害者の職場見学をするグループ、インターネットで調べるグループ、本で調べるグループ、ビデオで手話を覚えるグル
ープなど、コース別に追究活動をおこなう。
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予想される学習活動 評価の方法・目的
◎教師の投げかけ・▼指導方針・☆子どもの思いや願い（発言・つぶやき） 【４観点 （時間）】

７．個人別の評価項目
それぞれの追究活動の実態から、共通の評価項目の他に個別に評価項目を決めた。

共通の評価項目名前 追究活動の方法
今までの自分の知識を合わせたり、調べてわかったことからまねを

しないで新しく自分の考えをつくる力
【Ⅰ】○進んで自分なりの考えをつくろうとする。

◎振り返りの反省から新たな追究をしていこう。

▼コース別に追究活動をおこなう。橋詰さんの職場見
学をする児童１０名は、Ｔ１、Ｔ２が引率・支援する。
インターネットや本、ビデオで追究活動をする児童４
名は、Ｔ３が支援する。
▼職場見学の計画・準備は、子どもが主体的に出来る
ような支援を事前にＴ１がしておく。職場では他のお
客さんの迷惑にならないように十分配慮する。

（３分）

Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３

（８０分）

（７分）
Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３

コース１
橋詰さんが働いている職場を見学

コース２
インターネット

で調べる

コース３
本で調べる

コース４
ビデオで手話を
覚える

コース別の追究活動

☆耳が聞こえないのに、どんな風に仕事
をしているのかな。

☆発表の時に使いたいので、デジカメで
写真を撮らせてもらおう。撮るときは
撮ってもいいかきちんと断ろう。

☆見学には行かないけど、本
やインターネットからしっ
かり調べていくぞ。

共通の評価項目

【Ⅰ】
○進んで自分なりの考えをつくろう
とする。

【Ⅱ】
○友だちのちがった見方や考え方の
良いところを、自分の考えに取り入
れることができる。

▼職場見学なので、見学のマナーや
安全管理などの事前指導を行い、い
ろいろな人の迷惑にならないよう配
慮する。

追究の実態による個別の評価項目

わからないことをいろんな手段で調べる力
【Ⅱ】

○調べたことを自分なりに意味付けす
ることができる。

【Ⅳ】
○家族や地域の人に、調べたいことを聞
いたり、調べたことを確かめたりするこ
とができる。

パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ】

○情報機器を楽しく活用している。

【Ⅲ】
○インターネット検索やパソコンソフト
などの情報機器を使って調べることがで
きる。
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【Ⅱ】○友だちのちがった見方や考え方の良いところを、自分の考
えに取り入れることができる。

本「捨て犬みかんとポチ」 わからないことをいろんな手段で調べる力A
【Ⅱ】○調べたことを自分なりに意味付けすることができる。

本 わからないことをいろんな手段で調べる力B
【Ⅱ】○調べたことを自分なりに意味付けすることができる。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力C
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力D
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。
パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ】○情報機器を楽しく活用している。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力E
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。
パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ】○情報機器を楽しく活用している。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力F
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。
パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ】○情報機器を楽しく活用している。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力G
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。
パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ】○情報機器を楽しく活用している。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力H
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。

から職場見学に変更 パソコンやデジカメを上手につかえる力（ Ｔ）I IT I
【Ⅱ】○課題解決のために自分なりに情報機器を活用することができる
わからないことをいろんな手段で調べる力
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。

ビデオ（自己紹介の練習） パソコンやデジカメを上手につかえる力（ビデオ）J
【Ⅰ】○情報機器を楽しく活用している。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力K
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを

確かめたりすることができる。
パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ○情報機器を楽しく活用している。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力L
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを確

かめたりすることができる。
パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ】○情報機器を楽しく活用している。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力M
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを確

かめたりすることができる。

職場見学 わからないことをいろんな手段で調べる力N
【Ⅳ】○家族や地域の人に、調べたいことを聞いたり、調べたことを確

かめたりすることができる。
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第２１～２２時 振り返りから新たな追究活動をしよう

活動の概要
前時に引き続いて、新たな追究活動をおこなう。ふるさと学習発表会が来週の水曜日に迫っているので、追究活動もふるさと学

習の発表に向けて修正されている。子ども達が主体性を十分に発揮できる活動が期待される。

予想される学習活動 評価の方法・目的
◎教師の投げかけ・▼指導方針・☆子どもの思いや願い（発言・つぶやき） 【４観点 （時間）】

◎ふるさと学習発表会に向けて追究していく中で、今日みんなにが
んばってほしいことは、今まで追究してきたことから自分なりの新
しい考えをしっかりつくれることです。ふるさと学習発表会では、
それを自信をもって発表できたら１００点満点です！

Ｔ１

▼保護者からのアドバイスを学級通信等で紹介し、クラス全体で
共有できるようにしたい。その際、ただ配布するだけでは読まな
い子どももいるので、導入などで活用したい。
▼子ども達に本時の学習のねらいをしっかり伝えるために、評価

今までの自分の知識を合わせたり、調べてわかったことの観点「
を初めにわからまねをしないで新しく自分の考えをつくろう！」

かりやすくアドバイスしたりけいじするなどしておさえておくよ
うにする。
▼ファイルを整理することにより自分自身の追究を振り返り、目
標に向けて自分なりの考えがしっかりもてるようにしたい。

（１５分）

Ｔ１Ｔ２

（８０分）

（５分）

Ｔ１Ｔ２

コース別の追究活動

パソコンやデジカメを上手につかえる力
【Ⅰ】

○情報機器を楽しく活用している。

【Ⅲ】
○インターネット検索やパソコンソフト
などの情報機器を使って調べることがで
きる。

☆職場見学で撮ってきた写真や
ビデオを見直して、職場での
○○さんの工夫を整理してみ
よう。

☆自分たちがこれまで追究して
きた中で、一番のしゅうかく
は○○さんと仲良くなれたこ
とかな？
☆ふるさと学習発表会で指文字
や手話が上手に出来るようにす
るぞ。

☆一昨日の職場見学から
わかったことを整理し
て、聴覚障害者の大変
さをしっかり考えよう。

共通の評価項目
【Ⅰ】

○進んで自分なりの考えをつくろう
とする。

【Ⅰ】
○友だちのちがった見方や考え方の良
いところを、自分の考えに取り入れる
ことができる。

追究の実態による個別の評価項目

わからないことをいろんな手段で調べる力
【Ⅱ】

○調べたことを自分なりに意味付けす
ることができる。

【Ⅳ】
○家族や地域の人に、調べたいことを聞
いたり、調べたことを確かめたりするこ
とができる。

自分のファイルボックスのファイルを整理したり、▼
クリアファイルの中の特に必要ないものをファイル
ボックスにもどしたりして、今後の追究活動で特に
必要なものをファイリングする。

▼子ども達がふるさと学習発表会での発表のことも念頭において
追究活動が出来るように、職場見学で子ども達自身が取材したビ
デオ映像や画像を、ビデオテープに簡単に編集しておいて自由に
使えるようにする。
▼ 職場見学に行かなかった児童も、自主的に追究が出来るように
見守り、適切な支援をしたい。
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＜たかまる過程＞（全１８時間）

第２３時～２４時
今まで学んだことを上手に発表して、ふるさと学習発表会を大成功させよう

平成 年 月 日（ 曜日）第 校時
４年生教室 Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ）

第２５時
ふるさと学習発表会（学校行事）

平成 年 月 日（ 曜日）
体育館 Ｔ１ （ ） Ｔ２ （ ）

１．目標
今まで追究してきた成果を、ふるさと学習発表会で工夫して発表できる。

２ 評価の観点

学習した成果をみんなの前で工夫して発表できる力
３ 評価基準

Ⅰ ◎進んで発表の計画や準備に取り組み、わかりやすい発表の工夫を考えようとする。
○楽しく発表の計画や準備に取り組もうとしている。

Ⅱ ◎学習した成果をわかりやすく伝えるにはどのように発表したらよいか、聞く人の立場にたって考えることができる。
○学習した成果をわかりやすく伝えるにはどのように発表したらよいか、自分なりに考えることができる。

Ⅲ ◎わかりやすい発表を工夫するために、今までの発表経験を生かして、限られた時間の中で上手に計画や準備ができる。
○わかりやすい発表を工夫するために、発表の計画や準備ができる。

Ⅳ ◎聞く人に訴える発表をするために、生活との関わりから方法や内容の工夫を考えることができる。
○聞く人に訴える発表をするために、自分なりに方法や内容の工夫を考えることができる。

４ 評価の視点

①職場見学で子ども達自身が取材したビデオ映像や画像や授業風景などの画像などを、教師側で子ども達が考えた発表内容に合わ
せてビデオテープに編集し、プロジェクターなどで使えるようにするなどの支援を行い、ふるさと学習発表会に向けての追究活動
（計画・準備）がより意欲的にできるようにする。

②グループの中で一人一人が今までの追究活動の成果を十分に発揮できるように、導入で見通しのある簡単な計画を一人一人たて
るようにしたり、机間指導で子ども一人一人に応じたより具体的な支援を、言葉かけ・会話などによって行う。

③目標の達成のために、自分自身の学びに対する評価能力を高めていくことが出来るように、自己評価や相互評価、外部評価の方
法を工夫する。

④観点別評価は、活動が個別であったり時間外になったり一人一人多岐にわたるので、観察によって適時行ったり、ワークシート
での自己評価や発表会後の作文、外部評価などから総合的に行う。

⑤授業後、主に次時の学習活動に生かせるようにするため、ワークシートなどの子どもの自己評価と教師の観察評価などを合わせ
て、◎○基準で実態把握し、特記事項を個人カード１に記入する。

⑥今後の学習活動に生かしたり、通知票や要録の資料にするために、最後に個人カード２に評価の観点にそって◎○基準で総括的
評価を行い、特記事項を記入する。

（ 、 、 、 ）、５ 準備 ワークシート こんな自分になりたいカード ふりかえりカード 発表用ワークシート 友だちへのアドバイスカード
、 （ ）、 、 、 、 、クリアファイル ファイルボックス ポートフォリオ用 手話関係ビデオ８巻 パソコン室 図書室 デジタルカメラ

デジタルビデオカメラ ビデオデッキ テレビ ビデオプロジェクター（発表当日）

６ 展開
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第２３～２４時 学習した成果をみんなの前で工夫して発表できる力
活動の概要
ふるさと学習発表会で上手に発表するために、それぞれが計画している発表の準備や練習をする。授業時間外（朝の学級活動）

などで話し合いなどを行い、発表会に向けての練習計画を決めた。発表時間は１５分間なので、発表内容についての希望調査から４
グループに分けて準備することになった。総合的な学習の時間だけでは準備出来ないことが予想されるので、放課後なども活動でき
るように配慮したい。また全員での手話による歌の発表は、朝と帰りの学級活動で少しずつ練習する。

予想される学習活動 評価の方法・目的
◎教師の投げかけ・▼指導方針・☆子どもの思いや願い（発言・つぶやき） 【４観点 （時間）】

◎ふるさと学習発表会で上手に発表できるように、それぞれの発表
の準備や練習をがんばろう。

Ｔ１

▼朝の学級活動で発表会に向けての目標を一人一人たて、発表へ
の活動意欲が高まるようにした。
・すらすら読めるように頑張る。
・手話の発表を頑張る。
・大きい声ではっきりと言いたい。
・大きな声で発表することをがんばりたいです。
・劇を頑張りたいです。
・プロジェクターを失敗しないようにしたい。
・大きな声でみんなに聞こえるようにする。
・大きな声で言いたいです。
・僕は、はっきり大きな声で言えることを頑張ります。
・間違えてもいいからやる。
・ナレーターで大きな声でやるので頑張ります。
・私は、大きな声ではっきりと言いたいです。
・恥ずかしがらないで大きな声で発表したいです。
・劇を大きな声でみんなの前ではっきり発表したいです。

（１５分）

Ｔ１Ｔ２

（８０分）

（５分）

Ｔ１Ｔ２

それぞれの追究活動
（発表会に向けての準備）

☆職場見学でわかったことがわかりやすく伝
わるように、劇の発表を上手に出来るよう
練習しよう。

☆指文字や手話の発表だから、しっかり練習す
るぞ。

☆プロジェクターの係は、みんなの発表に合わ
せて操作しなければならないから、大変だぞ。

☆職場見学の劇が大変だ
けど、最後のまとめの担
当だからそれもしっかり
準備しておこう。

【Ⅰ】
○楽しく発表の計画や準備に取り組
もうとしている。

【Ⅱ】
○学習した成果をわかりやすく伝え

、るにはどのように発表したらよいか
自分なりに考えることができる。

【Ⅲ】
○わかりやすい発表を工夫するため
に、発表の計画や準備ができる。

【Ⅳ】
、○聞く人に訴える発表をするために

自分なりに方法や内容の工夫を考え
ることができる。

▼初めに一人一人が見通しをもって追究活動（発表会に向けての計
画・準備）ができるように、ワークシートに簡単に４つのどを書く
ようにする。また、グループでの協力の大切さやきまりなどについ
ても簡単に指導する。
▼１人が２つのグループにまたがっている子どももいるので、片方
だけにならないように時々注意して見守りたい。

▼本時だけでは準備が終わらないので、発表会に
向けてどんなことをしたらよいか自分自身で見通
しがもてるように２つのしを書く。
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第２５時 ふるさと学習発表会

活動の概要
ふるさと学習発表会は学校行事とのかかわりで行う。発表時間は１５分である。それ以外の時間では、休憩時間中に手話コーナ

ーなどを作って、手話に興味のある人を対象に、ビデオなどが見られるようにしたりしたい。

予想される学習活動 評価の方法・目的
◎教師の投げかけ・▼指導方針・☆子どもの思いや願い（発言・つぶやき） 【４観点 （時間）】

。 、◎いよいよ発表だ 今までの成果をしっかり発揮出来るように
自分の目標を最後に見直してがんばろう。

Ｔ１

▼発表会に向けてきめた一人一人の目標

・すらすら読めるように頑張る。
・手話の発表を頑張る。
・大きい声ではっきりと言いたい。
・大きな声で発表することをがんばりたいです。
・劇を頑張りたいです。
・プロジェクターを失敗しないようにしたい。
・大きな声でみんなに聞こえるようにする。
・大きな声で言いたいです。
・僕は、はっきり大きな声で言えることを頑張ります。
・間違えてもいいからやる。
・ナレーターで大きな声でやるので頑張ります。
・私は、大きな声ではっきりと言いたいです。
・恥ずかしがらないで大きな声で発表したいです。
・劇を大きな声でみんなの前ではっきり発表したいです。

Ｔ１Ｔ２

（１５分）

（２０分）

Ｔ１Ｔ２

発表本番

【Ⅰ】
○楽しく発表の計画や準備に取り組
める。

【Ⅱ】
○学習した成果をわかりやすく伝え

、るにはどのように発表したらよいか
自分なりに考えることができる。

【Ⅲ】
○わかりやすい発表を工夫するため
に、発表の計画や準備ができる。

【Ⅳ】
、○聞く人に訴える発表をするために

自分なりに方法や内容の工夫を考え
ることができる。

▼発表のビデオ映像を見たりして、ワークシート
による自己評価や相互評価をしたい。また作文な
ども書き、身についた力などの実態把握をしたい。
▼保護者からの外部評価なども取り入れられるよ
うに、発表会の感想などの協力をいただけるよう
にする。

発表スケジュール
１．今までの学習活動の全体的な説明
２．おぼえた手話や指文字の発表
３．○○さんの職場見学を劇で発表
４．手話による歌「翼をください」１番
５．学んだこととこれからのこと

▼Ｔ１が全体的に舞台袖で子どもたちの活動を支援する。Ｔ
２はプロジェクターの場所でプロジェクター係の支援につく。

発表会事後


